
近畿大学の教養教育の目的と目標 

 

前 文 

 近畿大学は「実学教育と人格の陶冶」を建学の精神とし、「人に愛され、信頼

され、尊敬される人」を育成することを教育の目的としている。この建学の精

神に基づき、社会の発展に貢献できる有為な人材を育成するために、教育の中

核に教養教育と専門教育を据え、それを通して総合的な教育を行うところに、

本学の教育の特色がある。 

さらに、近畿大学は、「世の中にないものを創り、生み出す」ことを社会的使

命と任じ、新たな地平の開拓へ果敢に挑戦する人材を育成する。このような観

点に立脚し、近畿大学の教養教育の目的を次のように謳うものである。 

 

目 的 

「近畿大学の教養教育は、幅広い知識と深い洞察力を培い、豊かな人間関係と

確かな主体性を確立することを目的とする」 

 

この目的の達成のために以下の目標をおく。 

１． 個人の自由と平等を尊重し、社会において担うべき責任を理解し、公正

に判断する能力を養う。 

２． 日本文化と外国文化の理解を通じ、国際感覚を高め、相互の個性を尊重

し、信頼し合う精神を養う。 

３． 課題設定と問題解決の能力を高め、課題に積極的に挑戦する意欲を養う。 

４． 健康な精神と肉体を培うとともに、趣味の涵養を通して豊かな人間性を

養う。 

５． 国際社会に対応できる英語をはじめとする外国語によるコミュニケーシ

ョン能力を養う。 

６． 総合的な視野から専門分野を理解し、その研究に必要な基礎知識を養う。 

 

科目群は、上記目標に対応させて以下のとおりとする。 

① 人間性・社会性科目群（個人の尊重・社会的責任の認識） 

② 地域性・国際性科目群（国際的感覚の育成） 

③ 課題設定・問題解決科目群（課題設定・解決能力の育成） 

④ スポーツ・表現活動科目群（スポーツ・表現活動を通した人間性の育成） 

⑤ 外国語科目群（外国語によるコミュニケーション能力の育成） 

⑥ 専門基礎科目群 

 


